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1．色彩研究の 始め

　私が大学を卒業 したの は、昭和22 年 9月の こ とで あ

りま した。つ ま り、旧制高等学校 の時代 に所謂 「学徒

出陣」に よ っ て 、多くの 同期の 友 を戦 地 へ 送 る こ と と

な D 、大学時代に空襲 を受け、終戦を迎え、日本の経

済が未だ立ち直 っ て い ない 時期に卒業 して 、戦後の混

乱の世の 中に送 り出され たので あ ります 。 大学の 指導

教官の 薦め もあ りま して 、当時商工省 大 阪工 業試験 所

（通 称大 工試 ）とい う研 究機関 に就職する こととな り

ま した。こ こ で 上 司の 山部敬吉部 長か らの指示 によ っ

て、色の研 究を始めること とな っ た 。

　今 と違 っ て 街は ま だ焦土の ままの 状 態 が多 く、夜

も イル ミネーシ ョ ン もなく、暗い 、灰色の 街で あ っ

た 。 何とか 早 く色の あ ふれ る 明る い街 に な ればと祈

りな が ら、「色とは何ぞや」 と多少哲学めい た思索に

ふ け りな が ら、外国の 文献を 読み ぷ け っ た こと で あ

っ た 。 当時大阪市内にアメ リ力文化セ ン タ 」 が で き

て 、こ こ に はア メ リカ のあ らゆる 分野の 学会 誌 が 集

め られて い た 。 戦争が 始ま っ て か らは本の 輸入 が 途

絶え てい たの で 、私た ち研 究 者に と っ て は大変役立

ち ま した 。

　 ま た大工 試 に は戦 前 まで は ヨーロ ッ パ 、ア メ り力

にお ける物理や機械や化学系の 著名な学会 誌は全 部

集 め られ て お り、戦 時中疎 開 して あ っ た ものが戻さ

れ、それ らを見るこ と が で き る よ うにな っ た。ち ょ

うど この ころは大 工 試 も研 究予算 とて な く、当 時の

所長は新入 生に対 して 、あ なた がた は 、物も金 も無

いが書物は ある の で、何も しないで よい が文献 だけ

は しっ かり読みなさい 、と言わ れ 、上記 のよ うな文

献 を 読み あ さ り ま した 。 当時 は コ ピー機 と い う物は

なく。所 内の本は写真で 印画 紙に焼 き 付けて コピー

しま したが、ア メ リ力 文化セ ンター
で は本は持 ち帰

えれ ない の で 、全部筆 記で 写 し取 っ た も の で した 。

こ うして色の研究が開始され ました。

　な お、日本物理学会 で は tGHQ の 許可 の下 で、ア メ

リ力物理学会を通 して欧米の 各学会の 許可を得て 、物

理 関係の論文を集め 、コ ピー
し、「物理学論文選集」

D

と して 日本国内の 研究者に頒布 され た。この 中 に、色

彩 論と して 三 部（1．Color　Space 特 に UC ．S．；11．MunseH 及

び Ostwald表色系 ；）11主 と して Munsell表色 系 ）がコ ピー

さ れ、色差の研 究や、表色系の 研究に は大変役立 っ た

こ とはい うまで もない 。

2 ．色彩科学協会の創設

　当時東 京で は 、戦時中軍部 に よ っ て 組織 され て い

た 色彩関係の 学者 グル
ー

プ が、色の 研 究隣組 と して

「虹の 会」と い う会合 をも っ て い た 。 彼 らは こ の よ う

な 性格の 研究会 を復活 して 、色彩 関係 の研 究者 の情 報

交換の 場を作 っ て はとい うこ と で 、東芝の 東堯先生

を 中心と して、連絡 を取 り始 め られま した 。

　一方 、大阪で は 、山本イ ン キ と い う印刷イ ン キ の

製 造 販売 会社 があ っ て 、ここの 常務の 山本伊得雄さ

ん が、新 しい 知識を駆使 して イン キ製造に 革新的な

技術を確立 しよ うと して 、阪大 の 篠 田軍 治 先生 の 指

導 を受けて お られ た。商売柄色 には大 変興 味をも た

れ 、山崎 勝弘先生 と私が呼ばれ 、週 1Eヨ常務さ んの求

め に 応 じて 、外国文献 を基 に し て 講義 をす る こ と と

な っ た 。 当時大工 試で は 、食料休暇と称して 週 に 1日

自由に 休み を取る こ とが 出采、私は この 日を 山本イ

ン キ行き に当てて い た 。

　篠田先生を介 して 、東先生 と 山本 さ ん とが 交流さ

れる こと とな り、東先生 は昭和 23 年 1月 26 日に来 阪

され 、山本 、篠 田、山 崎の 3者 と懇談さ れ、さ らに 1

月 30 日再度来阪され、上記 3者の他に 山部敬吉先生

（大 工試）、岡田喜義先生 （電 試）、橘芳実先 生（島津）の 3

者 を加え て 学会の 設立 に つ い て 協議さ れ 、色彩科学

一 205 ［＝＝ ＝ 二＝ ：：＝ ＝ ＝ ＝：：ニ コ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

JOURNAL 　OF　THE 　COLOR 　SCIENCE 　ASSOCIATION 　OF 　JAPAN

協会と して創設趣 旨等詳 細 に決 定 し、昭和 23 年 3月

25 日に山本イン キ（株）大阪工場内で 第 1回 の例 会 が

開催される こととな っ た。

　
一

方東京で は、東先生が中心とな D 、前述の 「虹の

会」の 組長 で あ っ た 山内二 郎先生 （東 大工 ）及び尾本義
一

先生 （東工 大 ）等 とは か り、大阪にお ける色彩科学協

会の設立に呼応 して 、23 年 5月 13 日 に電気 クラブ に

於い て 第 1回例会を開 き 、関東支部と して発足 し、役 員

が決定され た 。

　大 阪 で は 、同月 20 日 に 山本イ ン キ（株）大阪工 場に於

い て 第2 回例会が 開かれ 、関西 支部と呼称 し、役員が 決

定 され た。この時、私は京極与寿郎氏（山本インキ）と共

に幹事補佐に任命さ れ、関西支 部の 事務所は山本イ ン

キ （株 ）大 阪 工場 内に置か れ る こ ととな っ た 。 これ が色

彩科学協会設立時の事情であ る。な お 、大阪 の 第 1回

例会の開催 El、昭和 23 年 3月 25 日が色彩科学協会の

創立 日 とな っ て い る 。 こ の 時 に 立 ち会 っ た人 々 は 、ほ

とん ど他界 され 、今では、東 、京 極両氏と私く らい とな

りま した。

　京極氏は山 本氏 の側近 にあ っ て 、詳細 に当時の記録

を と っ て お られ ま した が 、山本氏が引退さ れ 、京極氏

も阪大へ 戻 られた 後は、私 が幹 事 と して こ の 記録を保

管 し、関西 支 部の 事務局 を 私の 所で 預か る こ ととな り

ま した 。

　経 済的 には 山本 氏 に依存 し て 出発 した こ の 協会も 、

同氏 が 引退 され た後の 経 営は 困難を極 め た が、26 年

度にや っ と会則が制定され 、本部 ・支 部の役割も定め

られ 、役員の 選挙も行わ れ、会費も徴収 し、そ れぞ れ支

部活動を中心に会勢の 拡張 を はか っ た。しか し本部の

活動と して会誌の発行が要望さ
『
れ、28 年 10 月に会報

と して ℃ HROMA
”
が発行 され た 。 その No ，1の発行を

関西 支部が受け持 ち 、関東 支部 の 記 事は 村上 静 男氏 、

関西支 部の 記事は私 が持ち よ り、表紙 の デザイ ン は当

時の 副会長 の 広 瀬誠
一

氏が 作 られ、手製 で 発行 され

た。
2）

勿論 上 記の京極メ モ は初めて会員 の 目に触 れる

こ と とな っ た 。 No ．2の編集の 段 階で 経済的に進まず、

30 年 5月 に 「色彩科学協会ニ ュ
ーズ」と して刊行 さ れ

る こ と とな っ た 。

　当時、関 西 支 部 の 幹事や 支部長と して種々 の 会合

や、一般向け の 講習会は ほ ぼ毎 年 行われ 、新入 会員の

獲得に努めたこ とで あ っ た 。と くに 昭和 38 年に大阪

の 阪急百貨店におい て 日本工 業経済運 盟 と共催で 「生

活に 生 き る 色彩 科 学 展」を 開催 した 。 衣服 の色か らイ

ンテ リアの材 料 の展 示は勿論、三 属性の 説明か らマ ン

セル表色系、分光器 と スペ ク トル 分布、XYZ 系の説明ま

で、大変なこ とをや っ たなと思い ます 。

3 ．G ．E．自記分光光度計の 設置

　A ．C ．Hardy3） は 1937 年 に、　 J．0 ．S．A ．にrecording

spectrophotometer に つ い て 報告 し、これが G ．E．社で

製品化され 、この 装置 が マ ン セ ル シ ス テム の 研究に

用い られ 、修正 マ ン セル シ ス テ ムの 完成 を見 、感 覚

を基に 作られ た色 票系 が 、測色 を通 じ て 心理物理学

的な 色 表示 が行わ れ、色の 感覚と心理物理 学的色 表

示の 上に
一

つ の 関 運が つ け られ た こ と は大変有益な

大 事 業で あ っ た が 、こ れ は G ．E．自記 分光 光 度 計の 功

績であると思わ れ る。

　 日本にも こ の よ うな自記分光光度計の 開 発 が望 ま

れ て い た が 、戦後 の 経済 状 態の 下で は未だ 自力開 発

は 困難な 状況 に あ っ た 。 25 年 に東京工 業試験所 に 、

G ，E，自記分光光度計が初め て輸入さ れ 、翌 26 年に大

阪工 業試験所 に設 置 され た 。こ れ が 引き金と な っ て 、

染 料、染色、繊維 、印刷 イ ン キ の メ
ー

カ
ー

が相次 い

で この装置 を 輸入 し、測色 の仕事が 日常的な仕事と

認 め られる よ う に な っ た 。 この 装 置の 精度を論ず る

ために相互 比較を行 っ た が 、案 外その
一

致性 が悪い

の で 、校正 方法を考え、校正を した後の デ
ー

タを比

較 したと こ ろ非常によLFtw 性が得 られ た［1］。

　なお 、当 時は標準白色板 と して MgO の新 しい煙着

面を用い るこ とに規定され ていた が（こ れは 1969 年

1月 1 日よ り完全拡散面 を用い る こ と に 変更 され た）、

同 じ物 を作るこ とが困難で 、ガラ ス質の反 射率校正

用 の 白色板 を作成 した ［2］。こ れ は常用 白色板と して

現在 でもな お用い られ て い る 。

　また、この よ うな分 光 光度計を設置 した工 場は化

学工 場が 多 く、高度の 光学器械、電 子 装置 の 使用方

法や メイン テ ナ ン ス に弱 っ て お られ た 。従 っ て 請わ

れ る まま に 、こ の装置の 指導や 測色学の教育に各地

を 回 っ た こ とを記憶 して い る 。 この よ うな わ け で 大

工 試は測色の 関 西の セ ン タ
ー

的な立 場をとる ことと

な っ た 。その 後国産の 自記分光光度 計 や光 電 色彩計

が生産 され 、測色 の 仕事 が ど こ で も行 えるよ うにな

り、さ らに調色に於 ける color 　matching に用 い られ 、

コ ン ピ ュ
ー

タ 化 と 共 に CCM （computer 　color

matching ）と して 発展 して 行 っ た 。

4 ．色 差の研究

　XYZ系は
一

つ の 色を等色 させる に必要な三 刺激値の
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量 を記述す る こ とに よ っ てそ の色を 数値的に 表示す

る もの で 、二 つ の色の 違い を論ずる何 らの 指標も持

たない 。 そこ で 色の 差 を論 ずる研 究 が沢 山行 われ た 。

そ れで は色の差 を論 ずる指標と は何か 。 第
一

は 肉眼

に よる観測であ る 。 つ ま り、A と B との色 の 差が C

と D との 色の差 と等 しい と か、 A と B との 色の 差が

C と D との色 の差の 2倍の 差がある、とい う評価を肉

眼 です る こ とが可 能であ る とい うこ と で ある 。しか

し個人差が大き く、観測条件によ っ て も 変化 があ り、

客 観的指標とし難い 。 第二 はある条件下で の 多 くの

観測結果を基 に して 得られ た平均 的な 数 値 に従 っ て

作 られた 指標が あ れ ば 、そ の 客観的指標を 目標に し

て 色の 差 の もの さ しを作 る ことが出来 ると考え られ

る 。

一つ はMacAdam の 研究による偏差楕円
4 ）

であ り

（これは色度図の全域に つ いて の楕 円定 数が 求め ら れ

て い る）、次は マ ン セル 表色系
5｝

で あ る。前 者 は
一

つ の

色度を等色 させ る とき に生 じる標準偏差は楕円 で 表

さ れ る こ とか ら、こ の 実験結果 は と くに微小 な色度 差

を論 ず る場合 に都合が良 く、後者は 三 属性がそれ ぞ

れ等歩度で 配列され て い るの で 、広 い範 囲の 物体色 に

つ い て の 色 差 を 論 ず る 場 合 に 都合 が 良 い 。 ま た

Wrightの 行 っ た ス ペ ク トル の波長弁 別域の デ
ー

タ
6）

も

参 考 に な る 。 我 々 は （u ，v ＞座 標 の ス ペ ク トル の

700nml510nm の 色度 点及 び 白色 の E点を 固定 し、

400nm の点と Eを結ぶ直線を400nm の 方向に 3倍に

延ば し て 400nm の 点 を 固 定 し、座 標 変 換 を行 い 、

（qi，q2）座標 を作成 した 。（X ，y）座標と の 射影変換の 式は

次の とお りで ある 。

　　　　　 023x　　　　　　　　　　　　　　　　O．60y
q1 ＝

y
− 0．038・

− O．163　
’ q ・

＝

y− 0．038 ・
− 0，163

　（ql，q2）座標は波長識別域がWrightのデータとよ く
一

致する こ とが認め られ ［3】，さ ら に MacAdam の偏差

楕 円 及 び マ ン セ ル 表 色系 と 比較 し、平 均 的 に は

（ql，q2）座 標が最もよ い u ，c，sで あ る こ とが示された

［4 ］。

　こ の U ．C 、S，は（u ，〉）座標と比べ ると青の部分がかな り

延びて い るので 、Wyszeckiは こ のよ うな青の範囲 を延

ばす方向で 、（u 、v）座標の u 軸 はその ま まに 、　 v軸を 1．5

倍延ば し た （u
「
、v
’
）座標を作成 し、CIELUV 色 差式 が定 め

られた 。

　 一方 、マ ンセ ル系 に比 較的 近い E ．Q ．Adams の

Chromatic　Value 　Diagram によるNickerson の 色差式

は、染色関係等で よ く用い られてい たが 、マ ン セル 明

度関数を Yl「s
の明度 関数 に置き換えた改良 Chromatic

Value　System を福田 らが提案 した［5】。これによる と、

　W ×
＝ 25Xcll3− 17

　Wy ＝ 25yll3− 17

　W ，
＝25Zclt3− 17

△E ＝ f（［△（W 厂 Wy ））
2
十 ［0．23 △Wy ］

2

　　十 ［0、4△（Wz
− Wy ）

2
｝
1「e

　この 結果は さ らに Wyszecki に よ っ て ま とめ られ 、

CIELAB 色差式 と して 標準化 され る こととな っ た 。 私

共の色差の 研究が C 旺 の 色差式の ま とめ る過程に於て

参 考と して利用 された ことは大変光栄である 。

　この改良Chromatic　Value　Sy＄temは（xly ）色度図と比

べ る と、は る か に等色差性が艮 い の で 、マ ン セル デ

ータを一旦こ の system に変換 して おい て HV ！C に変換

する マ ンセル変換プロ グラムを作成 した［6］。

5 ．測色に 関する研究

　以上の他 に行 っ た 研究の 主 な るも の は次 の よ うな

もので ある 。

　（1）等明度面 上 にあ る色相 の 異な る多 くの色票 を観

察す ると 、必ず しも 同 じ明るさには見えず、特 に黄

色相の 方向 の 明 るさ は低 く、青色相の 方向の 明るさ

は高 く感 じられる 。 こ の 現象は Helmholtz−Kohlrausch

Effect7）と呼ばれるが 、多 くの色 票 を用 い て実験 に よ

っ て明 らかに した［7］。

　（2）二 つ の モ ノ ク ロ メ
ー

タ を 用 いる こ と によ っ て 、

一
つ は励起用 L 一つ は蛍光分光用に用い て 、蛍光 物

体色 の 蛍光 を含む分光反 射率分布を測定 し、蛍光物

体の 色を表示する方法を我が国で 初め て 開発 した［8】。

こ の方法 で 、蛍光 増 白布 を測 色 し、蛍光増白布の 白

色度の 表示方法 ［9 ，10 ，11 】や 、堅牢 度の 評 価 方 法

卩 2］の提 案が な された 。 こ れ らの 研究は 、蛍光増白

布の 堅牢度評価、白色度評価方法の 検討を促 進 させ

る効果 があ っ た 。 。

　（3 ）染色堅牢度の判定に おいて は 、種々の試験 によ

っ て 生ず る 色の 変 化 の 大 小 に よ っ て 堅牢度の 等 級 づ

けをする。こ の時に CIELAB 表色 系 に基 づい て、染色

物の 色濃度、鮮やかさ、及 び色相を定義 し、この三

属性に よる色差 を計算 して 、等級づ け をす る方法を

提 案 した ［13 ］。

　（4 ）ベ ン ハ ムの コ マ を回転 した ときに 生ず る主観色

を色 票を用 い て 色 表示 を行 い 、種々 の パ ターン を 作

成 してそ れ ぞれ の 特徴 を明 らか に し、主 観色発生の

メ力 ニ ズムを論 じた［14 ］。

　（5）日本の 色名に つ いて各時代の 種々 の文献に 出 て
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くる頻度によ り、時代の 特徴を探 り［15 ］、江 戸 時代

の 衣服の流行色 を 明らか に した ［16 ］。 また、「あお」

と い う言 語 に 対応 す る 日本人 の色 彩 感覚 と、英語と

して 用い られ た
“
blue

”
とい う言語 に対応 する英語国

人の色彩感覚を、一つ の共通 する表記法 に基 づ いて比

較 した［17】。

6 ，AIC との関わ り

　イギ リス で は Colour　Group 、ア メ リカで は ISCC と

い う色 彩研究 団体があ り、また ドイ ツ で は M ．Richter

教授の主宰す る Dle　Farbeとい う雑 誌 が刊行 され 、フ

ラ ン ス で は色彩情報 セ ン タ（C ［C ）が 1957 年に 発足 し

た 。 ま た CIE は 4 年 毎 に 大 会 が 開 か れ る が 、

photometry，　colorimetry ，　color 　vision 等の セ クシ ョ ン

に は 多数の 色彩研 究者が参 加 され た ので 、大会 の 前

後に 開催 地の 近 くで色彩 に関す る国際的 な討論の 場

が持たれた 。 たとえば、 1955 年CIE　ZOrich大 会前

に西 独の Heidelberg で 国 際色 彩討 論 会 が 開か れ 、そ

の 後 は ヨ ーロ ッ パ 諸国 を 中心と した国 際色彩会議

（lnternational　Colour　Meeting，ICM ）の開催が計画され

た。そ の 後、 1959CIE 　Brussels 大 会、 1961

Maxwell 百 年 祭 （London ）と ICM 　 DVs ＄eldolf 大 会 、

19631CM 　FIorence−Padova 大会と CIEWien 大会、

Strasbourg会議、 19651CM 　Luzern 大会、と ヨー
ロ

ッ パ で の 会 合 が 続 い た が 、そ の 後 1967CIE

Washington大会とア メ リカ での会合があ り、この 際 に

ICM をヨ ー
ロ ッ パだけ で な く全世界 的な 組織 に しよ う

とい う気運が盛 D 上が り、CIE大会の 開催中の 6 月21

日 に 特別会議 を開 き、AIC （Association 　Internationale

de　la　Couleur）が 発会 した ［18 】。当 日賛成の 署名を し

た国は次の 8 力国 である 。

B）

　lnter−Society　Color　Counci）（L」SA ）
− D．B．Judd

　Centre　d嚠lnformation　de　Ia　Couleur （France ）
−

Y，LeGrand

　The　Colour　Group （Great　Britain）− R．W ．G ．Hunt

　Comite　Espahol　de　Color（Spain）− Lorenzo　Plaza

　 Swedish 　 Colour 　 Group （Sweden ）
− Gunnar

Tonnquist

　 Pro　Colore（Switzeriand＞
− E，Ganz

　Color　Science　Association　of　Japan− T、Fukuda

　Nederlandse 　Vereniging　von 　Kleuresnindie −

J、L．Ouweltjes

また賛 意を表明された個人 は次の 11名で あ っ た ．

　F．Rotter，Austria，0 ．Bruckmueller，Austria．

　GOnter　WyszeckiICanada 　W ．D ．Wright ，England ，

J、Krtil，Czechoslovakia．

Wol「ram 　M ［）nch ，Germany ．Manfred　Richter，Germany，

M ．Artom ，ltaly．　H ，D ．EinhornlSouth　Africa，

　A．Stenius，Sweden ．　 V，E．Kartachevskaia，USSR

ま た この会 で 、会長に Prof、W ．D、Wright，幹事 にErnst

Ganz が選ばれた 。

　その後 、 1979 年 には CIE京都大 会の 前に AIC東京

会議を開き、1981 年には AIC　Berlin　81 が開催 され、

私 は団 長 と し て 32 名 の 会 員 と共 に出席 した ［19 ］。

1997 年には AIC京都大会が大成功の 内に終わ っ たこ

と は、いまだ新 しい思 い出 と して 脳裏に残 っ で い る 。

7 ．CRA の共同編集学会に つ い て

　 1976 年に Color　Research　and 　Application（CRA

と略称）とい う色彩関係の学術雑誌 が ア メ リ カ の John

Wiley＆ Sons社か ら出版された 。 この 雑誌は英語 国の

3 つ の 色彩学会で あ る 1SCC（米）、　 Colour　Group （英）、

及 び Canadian　Society　for　Color （加）が共同で編集を

行うと い う学会誌で 、つ ま り3 つ の学会 の学会誌 で も

あ る。したが っ て 最初の 編集委員は3学会から出され、

その 中に ISCC よ り推薦された印東太郎氏 の名前 が見

られ る 。 そ れに F．W ．Billmeyer，Jr．氏が編集長とな っ て

事務的に統括 して 、出版社 と の 連絡調整 に当 た る と

い う運 営方法が と られ て い た。そ の 後編集委員に納

谷嘉信氏 が加え られ て い る 。

　色彩科学協会で は、1962 年 にActa 　Chromaticaと

い う英文の 学会 誌を発行 した が 、こ れは 当時会員が

自由に英語論文を発表 し、海外の 研 究者 と討論する

こ との 出来る場を持 ち た い と い う切 な る 願 い に 応え

た もの で あ っ て 、特別の会員の経済的援助に負う所

が大き か っ た 。 CRA が出 版 され る と、その 方に論文

を投 稿され る会 員も出て き て 、英文誌の 自力発行 が

疑問視され るるよ うにな っ た 。 そ こで ACTA 編集 委員

会 や 理 事 会 で 議論 が 行わ れ 、 1980 年 に 、VoL3

No．5 を以て発行を終了 す るこ ととな っ た 。こ れ よ り

先 に、Actaの編集 委員 で あ っ た 池田光男氏が渡米さ

れた 際に、CRA の 編集委員の
一

人 に、日本色 彩学 会

がCRA の共同編集団体 に加 え られ る可能性が あ る か

ど うか打診さ れた 。 この 話は Billmeyer氏 に伝え られ 、

彼 よ り 川上 元 郎 氏 へ 個 人的 に歓 迎 す ると い う意向が

伝 え ら れ 、当時 の 日本 色彩 学 会の 森礼 於 会長 と

Billmeyer氏との 間 で話が進め られ た 。 そ の後森会長

の 後 を私が継い で 、事務的な文書の やり取りの 結果、

［＝ ：＝ ：＝：＝ ＝＝：二＝ ＝＝ ：コ 208 ［ ：：＝ ＝ ：＝ ：：＝＝＝＝ ：＝ ＝コ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　26　NUMBER 　3　2002

CRA へ の 加 盟 が 認 め られ 、理 事会 の 承 認も 得 て 、

VoL6 　No ．2　Summer 　1981 号 よ りCRA の 加盟 国の
一

員 とな り、私 は協力 編 集 者に 任 ぜられ 、編 集委 員 と

して 、印東、納谷両氏の他に 、池田光男 、森礼於両

氏を加えていただいた 。
8）

こ れよ り当学会が CRA の

編集の
一端を担 うこ ととな っ たの である 。 これがき

っ か け とな っ て 、い く つ かの 非 英語 国の 色 彩学会 が

CRA に加盟され、今では CRA は世界の色彩学雑誌と

な り、我 々 日本色彩 学会もそ の 編集 の責 任 の
一

端 を

担 っ て い るの である 。 図 1は加盟号の 最初の ペ ージ に

掲載さ れた Billmeyer編集 委 員 長の 歓迎 の 言葉 で あ

る 。

9 ）
立派な日本語で 書かれ てい るが 、印東先生の こ

援 助の あ っ た ことと思 われ る 。

8 ，Wyszecki 氏を名誉会員に推薦

　力 ナダの G ．Wyszecki 博士 は 、ベ ル リ ン 工科大学を

卒 業後、BAM の M ．Richter教授の 指導を受 け られ 、さ

らにア メ リカの NBS （National　Bureau　of　Standards）の

D．B ，Judd博士の下に留学され、その後力ナダの NRC

（Natbnal 　Research 　Councll）の 応用物理 部の放射光学

の 長と して 勤務さ れ、多く の 優れた 論文を 発表さ れ、

色 彩 に関す る名著 をい くつ か 出版 され、さ らに CIE測

色 技 術委 員 長 と し て 新 し い 勧 告 を まとめ られ 、測色

分野に於い て指導的立場をと られた 。 また、外国 か

らの 留学生 の指導をさ れ 、優れ た多 くの 色彩研究者

を世に 送 られ た 。 勿論 日本か らも多 くの 方々 が同 博

士 の 指導 を受け られ、帰 国後は 当学会の 中心 的メ ン

バーとして活躍されて い る ことは周知の 事実であ る 。

　昭和 57 年4月 30 日、同博士の 来 日の機会に 、日本

照明委員会 主催、照明学会及び 日本色彩学会協賛の

講 演 会があ っ た 。 講 演 会の 終 了後 、日比 谷の松 本楼

で 懇親会 がもた れ た。当時私は色彩学会 の 会長を し

て い ま した の で この 会 に も 出 席 して お りま した が、

東堯先生 との懇談の 中で 同博士を色彩学会の 名誉会

員に 推挙 して は どうだろ うか とい うこ とに な っ た 。

そ こで、同年 5月23 日の色 彩学会 の 総会 の 日に 、拡

大評議員会の末尾 に、予定の 議題 には入 っ て い なか

っ た が、議 長 で あ っ た 私 か ら同博士 を海 外 名誉 会員

に 推挙する件の 動議を出 した 。 これが全会一致で承

認 さ れ たの で 、後の 総会 にお い て もこの 議題 は 承認

され た 。そ の後、推薦状を した ため 、た しか カナ ダ

へ 行か れ る太田氏 に依 頼 して 、同博 士 に手 渡 して頂

い た筈で あ る（あるい は郵送されたか もしれない ）。 図

2はその推薦状である 。

8）
その年NRC へ 行かれた矢口

博久氏に お聞ぎ した と こ ろ 、ボス の部 屋の 壁 に掛 か

っ てい て 、これ を英 語 で訳 せ と言 われ て弱 っ たとの

こ とで あ る。

　 昭和 58 年の 創立 35 周年記念特集号 にお祝い 状 を

頂 き、学会 ats　i　o）
に掲載され て いるが t 最後の署 名の

と ころ に
“
GOnter　Wyszecki 　 Foreign　Honorable

Member 　of　CSAJ ”
と害か れ て いるの が 印象的で ある 。

同博士はそ の後CIE会長 まで 勤め られ 、また新設の カ

ナ ダ国立光学研 究所 長 にな られま したが、1985 年 6

月 17 日逝去され ま した 。

） 1｝
享年 60 歳 と い う若さ で 、

誠 に残念 な ことです。ご冥福 をお祈 り致 します 。
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9 ．終わ りに

　私は大 学卒後大工 試 に入所 し、翌 年色彩科学協会

がスタ
ー

トし、関西支部の事務局 として 17 年間勤め

ま した 。 その 間、1963 〜67 年の 2期 5年間、色彩

科学協会 の副会 長、関西 支 部長 を勤 め ま した 。 ま た

1980 〜81 年日本色彩学会会長の責任 を果た しま し

た 。途中で 7年程、広 島県 の呉 市に転勤 し N 他 の研 究

業務に つ き ま したが、この 時代も白色度研究会等で

時々色彩 関係の 仕事 の お付き合い をさせて い ただき

ま した 。 この ように 私の 50 年間の 研究生活は、全 く

色 彩学会 と共 にあ っ たと思 い ます。

　 こ の 度はからずも第5回日本色彩学会賞をい ただ き、

感 謝 に耐 え ま せん 。色 彩科 学 協会 以来 、い ろ いろ の

仕事の お手伝い をしま したが、これもたまたまその 場

に私 が居 合わ せ ま したので 実 行 した と い う こ とで あ

り、こ の 50 年の 日本色彩学会の 歴史 と共に歩んで き

た とい う こ とを感 謝せずにお れません。

　 こ の 間多 く の 先輩方か ら、色彩の こ とや 人間生 活

の こ とな ど多 くの こ指 導 を いただ き ま した 。 これ ら

の 方々もほとんど他界されましたが、それぞれの 先

生方の面 影を しの び、感謝す る と共に 、ご冥 福をお

祈 りす る次 第で あ ります 。また N 各時代にわ た っ て

私 を支えて い た だい た多 くの 同労の 研 究者が お られ

ます 。こ れ らの方々 との交流 は今も 変わ らず 続いて い

ますが、感謝の他ありません 。 お互い に年齢を重ねて

参 りま したが 、こ の地上 に有る限 り良き共 で在 りた い

と念願 して おる次第であ ります 。
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